
　天気予報で厳しい寒さが予想されていたにもかかわ

らず、昨年暮れも次々とるーえんの大そうじにやって

来てくれた親子の姿がありました。「どこをやる？」

「私はここ」「じゃあ、私はこっち」…、雑巾片手に

テキパキと分担して、四方に散るママたちはとても頼

もしく、ステキ！　お手伝いをしてくれたり、おりこ

うに遊んでいてくれた子どもたちにも感謝しなくちゃ

ね。そして平成２０年最後のお楽しみは、きれいにな

ったお部屋でのティ

ータイム。みんなで

賑やかなおしゃべり

と笑い声で一年を振

り返りながら、るー

えんらしい素晴らし

い年越しができまし

た。

　るーえん・セサミのスタッフと子育てサポー

ターは、いつも子育て支援の最前線にいられる

よう研修を重ねています。“新座市子育て支援

ネットワーク推進事業”として新座市が毎年実

施している「子育てサポーターリーダー養成講

座」も、そのひとつ。今年は、講座最終回が特

別公開講座となり、子育て支援にすでに関わっ

ている方、これから関わりたい方など、たくさ

んの参加者と共に「子育て支援」について、そ

の草分け的存在である元東京家政大学教授の新

澤誠治さんの話を聴講しながら考えました。

　私たちの時代は、少子化、地域コミュニティ

力の衰退、自然減少、安全神話の崩壊、情報過

多など、子育てのしづらい社会と言われていま

す。子どもがすくすくと育つことのできる土壌

を取り戻すために、今、地域子育て支援センタ

ーやつどいの広場と呼ばれる「子育ての拠点」

が全国に次々と誕生しています。

　地域で親子を見守ってくれる様々な人たちと

の関わり合いの中には、多くの学びや成長の場

があります。子育ては、自分自身の生活や人生

について振り返るいいチャンス。子どもとのか

けがえのない時間を過ごす中で、親としてどう

子どもと向き合えばいいのか、みんなで考えて

いける地域づくりを目指したいと心あらたにし

た講座でした。
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子どもの急な発熱やひきつけ、嘔吐、転倒などは心配で

とにかく病院へ、と思ってしまいますね

昔だったら年配の家族が場合によって

「この程度なら朝まで様子を見てご覧」と言ってくれたものなのですが

経験の浅い若い親にとってはそうはいきません

でもある程度の知識と役割分担をあらかじめ決めておけば

いざ、というときも冷静に対処できそうです

小児科医の不足や過労が問題になっている折り、

親も賢く対応する力を備えたいものです




